
 
平成３０年５月１８日 

 
重要文化財（建造物）の指定について 

 

 

◎今回の答申における主なもの 

【重要文化財】 旧遠
とお

山
やま

家
け

住
じゅう

宅
たく

                 埼玉県比
ひ

企
き

郡川
かわ

島
じま

町
まち

 
 旧遠山家住宅は，茅

かや

葺
ぶき

屋根の東棟
ひがしむね

，迎賓
げいひん

用の中棟
なかむね

，数
す

寄
き

屋
や

意匠の西棟
にしむね

という異なる趣向

の３棟が連立して中核をなしている。いずれも，吟味された良材と卓越した建築技術を駆

使し，伝統を重視しながら近代的手法を巧妙に融合させている。昭和戦前期における極め

て上質な和風住宅である。 

 

【重要文化財】 旧川
かわ

上
かみ

家
け

別
べっ

邸
てい

                   岐阜県各
かか

務
みが

原
はら

市
し

 
女優として活躍した川上

かわかみ

貞
さだ

奴
やっこ

が木曽川に面する景勝地に建てた別邸である。貞奴の滞在

や接客のための部屋を眺望などに配慮して巧みに配置し，部屋ごとに様々な意匠を使い分

けて，変化に富んだ外観と豪
ごう

奢
しゃ

な室内空間を創出している。  

 

【重要文化財】 高
たか

座
くら

神
じん

社
じゃ

本
ほん

殿
でん

                    兵庫県丹
たん

波
ば

市
し

 
高座神社本殿は丹

たん

波
ば

地方で最大級の規模を有する近世神社本殿で，向
ご

拝
はい

の形式や細部意

匠に当地方の神社建築の特徴が認められる。また独自の平面や屋根形式，巧
こう

緻
ち

な組物など

に豊かな創意と高い技量が認められ，顕著な地方的特色と意匠的独創性を備えている。 

 

 

 ＜担当＞ 文化庁文化財部参事官（建造物担当） 

  参 事 官 豊城 浩行（内線 2790） 

  参事官補佐 濱田 泰栄（内線 2791） 

  調査部門  武内 正和，大石 崇史，坂本 萌（内線 2793） 

  登 録 係 栗田 直人（内線 2738） 

   電話：03-5253-4111（代表），03-6734-2792（直通） 

 文化審議会（会長 佐
さ

藤
とう

 信
まこと

）は，平成３０年５月１８日（金）に開催された

同審議会文化財分科会の審議・議決を経て，１０件 の 建造物（新規９件，追加

１件）を重要文化財に指定することを文部科学大臣に答申しました。 

この結果，官報告示を経て，国宝・重要文化財（建造物）は，２，４８９件，４，

９９８棟（うち国宝２２５件，２８４棟を含む。）となる予定です。 



 

【重要文化財 新指定の部】 

① 東北地方における商家建築の発展の様相を示す建物群（近代／住居） 

旧大
おお

沼
ぬま

家
け

住
じゅう

宅
たく

  １０棟 
店
たな

，本
ほ ん

宅
た く

，前
ま え

座
ざ

敷
し き

，内
う ち

蔵
ぐ ら

，新
しん

蔵
ぐら

，西
に し

蔵
ぐ ら

， 

穀
こ く

蔵
ぐ ら

，塩
し お

蔵
ぐ ら

，作
さ

業
ぎょう

場
ば

，表
おもて

門
も ん

，土地 

所在地：宮城県柴
しば

田
た

郡
ぐん

村
むら

田
た

町
まち

 
所有者：村田町 

 旧大沼家住宅は宮城県南部の村田町村田伝統

的建造物群保存地区内に所在する。近世に紅
べに

花
ばな

商，近代には味
み

噌
そ

や醤
しょう

油
ゆ

の製造販売等で財をな

した大沼家の店舗及び住宅である。 

 敷地前面に重厚な意匠の店
たな

 (明治 7 年建築)と表門(同 32 年)を並べる豪壮な表構え，格

調ある店の内部構成，店の背後に建つ本宅(大正 5 年建築)の形式などに，近代に発達した

当地区の商家建築の特徴をよく示す。また敷地奥に土蔵群を一列に並べ，その向かい側に

前座敷などを配する建物配置は，当地区の最上層商家の特徴を備えている。近世以来の屋

敷構えの変遷も概ね明らかで，東北地方における大規模商家建築の発展の様相を理解する

うえで高い価値を有している。 

○指定基準＝流派的又は地方的特色において顕著なもの 

 

② 上質な和風意匠で統一された明治期の大型迎賓施設（近代／文化） 

臨
りん

江
こう

閣
かく

  ３棟 

本
ほん

館
かん

，別
べっ

館
かん

，茶
ちゃ

室
しつ

 

所在地：群馬県前
まえ

橋
ばし

市
し

 

所有者：前橋市 

臨江閣は，旧前橋城の一角の景勝地に所在す

る。本館と茶室は明治 17 年に賓客
ひんきゃく

の接待施設

として，別館は同 43 年に連合共進会の貴賓館と

して建てられ，いずれも内外ともに簡明な和風

の意匠でまとめられている。本館内部は，上下階と奥座敷部の各所に座敷を設け，能舞台

の設
しつら

えをもち，庭に茶室を併設するなど，明治前期における貴顕
き け ん

接待施設の様相を示す。

別館は大規模な２階建で，内部は，大人数や多目的での利用を想定して座敷，洋間，180

畳の大広間を設け，大空間を実現するために床組
ゆかぐみ

を鋼材で補強するなど，近代的な構造手

法を併用する。資料等により建設背景も明らかで，明治期の地方における迎賓施設の展開

を理解する上で高い価値を有している。 

○指定基準＝歴史的価値の高いもの 



 

③ 多様な和風意匠と伝統技術を集成した実業家の邸宅（近代／住居） 

旧遠山家住宅  ９棟 
東
ひがし

棟
むね

，中
なか

棟
むね

，西
にし

棟
むね

，土
ど

蔵
ぞう

，茶
ちゃ

室
しつ

，寄
より

付
つき

待
まち

合
あい

，

長
なが

屋
や

門
もん

，庭
にわ

門
もん

及び内
うち

塀
べい

，裏
うら

門
もん

及び外
そと

塀
べい

，土地 

所在地：埼玉県比
ひ

企
き

郡
ぐん

川
かわ

島
じま

町
まち

  
所有者：公益財団法人 遠山記念館 

旧遠山家住宅は，埼玉県中部の田園地帯に所在

する。日興
にっこう

証券創立者の遠
とお

山
やま

元
げん

一
いち

が郷里
きょうり

に建てた

邸宅で，昭和 11 年までに住居部分が 竣
しゅん

工
こう

し，そ

の後，茶室などが整備された。 

東棟は茅
かや

葺
ぶき

の大型建築で，豪農であった生家の風情を受け継ぎつつ豪壮で格調高い形式

と意匠をもつ。２階建の中棟は，１階に端正な意匠の接客用座敷，２階に洋風の応接室や

寝室等を設ける。西棟は隠居所で，数
す

寄
き

屋
や

を基調とした 瀟
しょう

洒
しゃ

な座敷や仏間などからなる。

いずれも多様で吟味された良材が使用されており，卓越した建築技術を駆使して建築され

た，極めて質の高い近代和風建築として価値が高い。 

○指定基準＝意匠的に優秀なもの 

 

④ 重厚な表構えと繊細優美な室内意匠をもつ酒造家の住宅（近代／住居） 

旧平
ひら

澤
さわ

家
け

住
じゅう

宅
たく

（松籟閣
しょうらいかく

）  １棟 

所在地：新潟県長
なが

岡
おか

市
し

 

所有者：朝日酒造株式会社 

 旧平澤家住宅は，越後平野南西部に所在する

酒造家の住宅で，昭和９年に完成した。 

 住宅は，正面中央に入
いり

母
も

屋
や

造
づくり

の正玄関
しょうげんかん

をは

じめとする様々な形式の屋根を重層させた主体

部を構え，向かって左側に和風意匠の御
ご

母
も

堂
どう

室
しつ

部，右側に洋風の応接室部を並び建て，重厚かつ変化に富んだ外観をもつ。内部では座敷

などの室内造作に多彩な銘
めい

木
ぼく

をふんだんに使い，各所を繊細な意匠の組子や彫刻欄
らん

間
ま

，蒔

絵などで飾るとともに，洋風寝室をアール・デコで 瀟
しょう

洒
しゃ

にまとめるなど，近代住宅の潮流

を巧みに取り入れつつ優れた造形美を表出している。近代新潟の主要産業である酒造業の

創業家による昭和初期の優れた住宅建築として高い価値を有している。 

○指定基準＝意匠的に優秀なもの 

撮影 田村収



 

⑤ 近代佐渡
さ ど

における町家の発展を示す規模雄大な住宅（近代／住居） 

 松
ま つ

榮
ば え

家
け

住
じゅう

宅
た く

  ３棟 

主
おも

屋
や

，オモ蔵
ぐら

，新
しん

蔵
くら

 

所在地：新潟県佐渡
さ ど

市
し

 

  所有者：個人 

松榮家住宅は佐渡市西部の海岸近くに

所在する，鉱山や廻船
かいせん

で繁栄した相
あい

川
かわ

を

代表する豪商の住宅である。 

主屋と，後方に並ぶオモ蔵，新蔵は明

治 44 年に上棟
じょうとう

され，２棟の蔵は大きな

鞘
さや

で一体的に覆われている。主屋の平面構成は佐渡の町家の基本形式にならいながら，重

厚な軸部やオエと土間の広壮な吹
ふき

抜
ぬけ

など，雄大な内部空間を実現している。また座敷や仏

間を主体部から独立させて拡充しつつ，各室を瀟
しょう

洒
しゃ

な意匠で整えるなど，近代的な拡張，

発展の様相を良好に示している。平面計画や優れた空間構成に，近代佐渡における町家建

築の発展形態を示す，雄大かつ上質な住宅として，高い価値が認められる。 

○指定基準＝流派的又は地方的特色において顕著なもの 

 

⑥ 女優川上
かわかみ

貞
さだ

奴
やっこ

が営んだ自由で豪
ごう

奢
しゃ

な意匠の別邸建築（近代／住居） 

 旧川
かわ

上
かみ

家
け

別
べっ

邸
てい

  ３棟 

主
おも

屋
や

，茶
ちゃ

室
しつ

， 表
おもて

門
もん

 

  所在地：岐阜県各
かか

務
みが

原
はら

市
し

 

所有者：個人 

旧川上家別邸は，女優として活躍した

川上貞奴の別邸として昭和８年に建築さ

れた。木
き

曽
そ

川
がわ

の雄大な景勝を望む広大な

敷地に主屋を建て，庭園内に茶室を配し，

北西側の苑
えん

路
ろ

に表門を構える。 

主屋は南寄りに玄関・広間部を建て，東側に仏間・客間部と田舎家
い な か や

部，西側に台所部を

配し，全体としてＶ
ぶい

字形の平面を呈する。貞奴の滞在時の私的空間と多彩な接遇施設を併

せ持ち，各室を雁
がん

行
こう

させた平面計画により採光や通風，眺望確保に配慮するとともに，自

由な着想により数寄屋，中国趣味，農家風などと趣向の異なる意匠を大胆に使い分け，変

化に富んだ外観と豪奢な室内空間を創出している。様々な伝統技法や工芸技術を駆使して

まとめた，意匠優秀な別邸建築として価値が高い。 

○指定基準＝意匠的に優秀なもの 



 

⑦ 湖北
こ ほ く

地方において最大級規模の近世農家建築（近世以前／民家） 

 中
なか

村
むら

家
け

住
じゅう

宅
たく

（滋賀県長
なが

浜
はま

市
し

八
や

木
ぎ

浜
はま

町
ちょう

） ４棟 

主
おも

屋
や

，土
ど

蔵
ぞう

，馬
うま

屋
や

，表
おもて

門
もん

，土地 

所在地：滋賀県長浜市 

  所有者：個人 

中村家住宅は，琵
び

琶
わ

湖
こ

北東岸の八木浜集落に所

在する。近世に代官などを務めた上層農家の住宅

で，外周の一部に堀をとどめる広大な敷地の北寄

りに主屋を構え，周囲に表門や土蔵などを建てる。

主屋は 18 世紀中期の建築とみられ，入
いり

母
も

屋
や

造
づくり

，茅
かや

葺
ぶき

の主体部の周囲に下
げ

屋
や

などを設ける

大規模な農家建築である。広い土間と，ニウジと呼ばれる居室の上部に梁
はり

を十字形に架け

て一体的空間をつくる，当地に広く分布する余呉型
よ ご が た

と呼ばれる民家形式の特徴をもつ。 

中村家住宅の主屋は建築年代が 概
おおむ

ね明らかで，余呉型民家として最大級の規模と典型的

な軸部構成をもちつつ，土間の拡張や堅固な扠
さ

首
す

構造に，家格に応じた特色を備えている。

また表門などの附属建物を含め，近世以来の屋敷構えも良好に保持しており価値が高い。 

○指定基準＝流派的又は地方的特色において顕著なもの 

 

⑧ 地方的特色と独創性を備えた意匠華やかな大型本殿（近世以前／神社） 

 高
たか

座
くら

神
じん

社
じゃ

本
ほん

殿
でん

  １棟 

  所在地：兵庫県丹
たん

波
ば

市
し

 

所有者：宗教法人 高座神社 

高座神社は丹波市南部の山
やま

裾
すそ

に鎮
ちん

座
ざ

する神社

で，本殿は宝
ほう

永
えい

2 年(1705)に地元の大工によっ

て建立
こんりゅう

された。身
も

舎
や

の桁
けた

行
ゆき

を正面五間
けん

とする

流
ながれ

造
づくり

形式で，中央に入
いり

母
も

屋
や

造
づくり

，軒
のき

唐
から

破
は

風
ふ

付
つき

の

向
ご

拝
はい

を付け，さらに屋根の左右に千
ち

鳥
どり

破
は

風
ふ

を飾

る。全体に建ちが高く，独創的な屋根形式をも

つほか，組物を三
み

手
て

先
さき

とし，要所に彫刻を配して彩色を施し，妻
つま

飾
かざり

は 蟇
かえる

股
また

を据えた装飾

性豊かな二
に

重
じゅう

虹
こう

梁
りょう

大
たい

瓶
へい

束
づか

とするなど，細部意匠にも技巧を凝らす。 

高座神社本殿は丹波地方の近世神社本殿の中で最大級の規模を有し，全体的に上質かつ

華やかで，向拝の形式や，彫刻等の彩色技法などに当地方の社殿の建築的特徴が認められ

る。顕著な地方的特色と意匠的独創性を備えた神社本殿として価値が高い。 

○指定基準＝意匠的に優秀なもの，流派的又は地方的特色において顕著なもの 

 



 

⑨ 紀伊
き い

徳川家が造営
ぞうえい

した絢爛
けんらん

豪華
ご う か

な霊
れい

廟
びょう

建築（近世以前／寺院） 

 阿
あ

弥
み

陀
だ

寺
じ

本
ほん

堂
どう

（旧紀伊藩台
たい

徳
とく

院
いん

霊
たま

屋
や

） １棟 

所在地：和歌山県和
わ

歌
か

山
やま

市
し

 

  所有者：宗教法人 阿弥陀寺 

阿弥陀寺は和歌山市街東方に所在する 浄
じょう

土
ど

宗
しゅう

寺院で，本堂は紀伊藩が和歌山城下の大
だい

智
ち

寺
じ

に寛
かん

永
えい

10 年(1633)に造営した２代将軍徳川秀
ひで

忠
ただ

の霊

屋を，明治４年に移築したものである。 

本堂は，桁
けた

行
ゆき

五間
けん

，梁
はり

間
ま

五間の規模で，内部は

中央の三間
さんげん

四方を内
ない

陣
じん

として，その中央後寄りに

須
しゅ

弥
み

壇
だん

を置き，周囲の外
げ

陣
じん

では海
え

老
び

虹
こう

梁
りょう

を架けて柱同士をつなぐ。外観，内部ともに禅
ぜん

宗
しゅう

様
よう

を採用しつつ，各所に繊細かつ秀逸な彫刻を配し，建物全体に極彩色を施すなど，多様

な装飾技術により華やかに 荘
しょう

厳
ごん

をはかっている。徳川将軍を祀る 廟
びょう

所
しょ

にふさわしい優れ

た意匠の霊廟建築として，高い価値を有している。 

○指定基準＝意匠的に優秀なもの，歴史的価値の高いもの 

 

【重要文化財 追加指定の部】 

① 碓氷
う す い

峠
とうげ

越えの急勾配区間を克服
こくふく

した鉄道
てつどう

施設
し せ つ

群（近代／産業・交通・土木） 

 旧碓氷峠鉄道施設 ２基
き

，１所
し ょ

，１棟 

第
だい

七
なな

橋
きょう

梁
りょう

，第
だい

十
じゅう

三
さん

橋梁，第
だい

十
じゅう

七
なな

隧
ずい

道
どう

， 

熊
くま

ノ
の

平
だいら

変
へん

電
でん

所
しょ

本
ほん

屋
や

 

   所在地：群馬県安
あん

中
なか

市
し

 

   所有者：安中市 

旧碓氷峠鉄道施設は，群馬県の横川と長野県の

軽井沢を結ぶ碓氷峠越えの鉄道施設で，急勾配に

対応するためドイツの山岳鉄道で用いられていた

アブト式が採用されて明治 26 年に開通した。橋梁５基，隧道 10 所などが既に重要文化財

に指定されており，その西方
せいほう

に所在する橋梁などを追加指定するものである。第七橋梁は

煉
れん

瓦
が

造単アーチ橋で，アーチに焼
やき

過
すぎ

煉瓦が使われている。第十三橋梁は煉瓦造，５連アー

チ橋で，施設内で最多径
けい

間
かん

数を誇る。第十七隧道は煉瓦造で，出口坑
こう

門
もん

に石積を用いるな

ど意匠的特徴がある。熊ノ平変電所の本屋は昭和 12 年に建てられた鉄筋コンクリート造２

階建で，平面構成や簡明な意匠などに，鉄道用変電所の発展過程を示す。これらの，既指

定施設と一体的な価値を有し，鉄道技術の発展を示す橋梁や隧道等を追加指定し，総合的

な保存を図る。 

○指定基準＝技術的に優秀なもの，歴史的価値の高いもの 

撮影 小野吉彦



 

〈個別解説凡例〉 

 番号  特 徴  （年代区分／種類別） 

  名 称   員 数 

   複数棟指定の場合の建造物の名称，土地＊ 等  

    所 在 地 

    所 有 者 

 

〈重要文化財の指定件数〉 

平成 30 年 5 月答申 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（＊建造物と一体をなして価値を形成している土

地をあわせて指定するもの。） 

件数 棟数 件数 棟数 件数 棟数

神 社 40 75 40 75

寺 院 157 165 157 165

城 郭 9 17 9 17

住 宅 14 20 14 20

民 家 0 0 0 0

そ の 他 3 3 3 3

小 計 223 280 0 0 223 280

宗 教 0 0 0 0

住 居 1 1 1 1

学 校 0 0 0 0

文 化 施 設 0 0 0 0

官 公 庁 舎 0 0 0 0

商 業 ・ 業 務 0 0 0 0

産業・交通・土木 1 3 1 3

そ の 他 0 0 0 0

小 計 2 4 0 0 2 4

225 284 0 0 225 284

件数 棟数 件数 棟数 件数 棟数 件数 棟数

神 社 575 1,234 1 1 576 1,235

寺 院 860 1,224 1 1 861 1,225

城 郭 53 235 53 235

住 宅 97 155 97 155

民 家 353 867 1 4 354 871

そ の 他 194 263 194 263

小 計 2,132 3,978 3 6 0 0 2,135 3,984

宗 教 29 44 29 44

住 居 101 392 5 26 106 418

学 校 43 82 43 82

文 化 施 設 38 74 1 3 39 77

官 公 庁 舎 31 60 31 60

商 業 ・ 業 務 23 30 23 30

産業・交通・土木 78 282 (1) 4 78 286

そ の 他 5 17 5 17

小 計 348 981 6 29 (1) 4 354 1,014

2,480 4,959 9 35 (1) 4 2,489 4,998合 計

現在指定数 新規指定 追加指定 合計

近
世

以
前
の
分
類

近
代

の
分
類

近
世

以
前
の
分
類

近
代

の
分
類

合 計

（重要文化財）

種 類 別

（国 宝）

種 類 別

現在指定数 新規指定 合計


